
　

今
年
２
月
の
元
職
員
に
よ
る
公
金
搾
取
事
件
の
発
覚
を
き
っ
か
け
に
、
県
が
消
耗
品
費
を
中
心
に
全
庁
を
対

象
に
不
正
経
理
の
有
無
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
県
庁
内
の
96
％
の
部
署
で
不
正
経
理
が
見
つ
か
り
、
そ
の
額

は
約
30
億
円
、
そ
の
内
、
着
服
が
疑
わ
れ
る
使
途
不
明
金
は
約
１
億
１
千
万
円
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
県
は

約
７
億
円
を
返
還
し
て
幕
を
引
こ
う
と
考
え
て
い
る
ふ
し
が
見
え
ま
す
が
、
真
相
解
明
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

　

11
月
10
日
に
は
４
人
目
の
逮
捕
者
が
で
ま
し
た
。
私
は
９
月
県
議
会
本
会
議
の
一
般
質
問
、
常
任
委
員
会
で

こ
の
問
題
を
追
及
し
ま
し
た
。
不
正
経
理
を
め
ぐ
る
皆
さ
ん
の
疑
問
に
答
え
ま
す
。
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９月議会報告 県庁 30 億円
　　不正経理問題

不正経理額は 30 億円だけ？

　５年間 （03 ～ 07 年度） の約 65 億円の消耗品費について

調査したところ約 30 億円の不正経理が見つかったということ

です。 つまり、 02 年度以前の不正経理分、 また５年間でも

消耗品費以外の旅費、 食糧費、 備品などについては今後

調査してみないとわかりません。

何でそんなことができたの？

　不正の手口は、 事務機器などの納入業者に架空請求書を

出させ、 県費を振り込んで業者に管理させる 「預け」 が７割

近くを占めます。 その使途については、 私的流用が疑われ

るものが４％あります。 「預け」 の手口で 02 年度以前から業

者にプールされてきた県費は４億７千万円に上ります。

不正経理はいつごろからあったの？

　納入業者への 「預け」 は 1970 年代前半から行われ、 最も

多かったのは 90 年代半ば頃との報道もあります。 一方、 官

官接待、 県県接待 （県庁内部の接待）、 カラ出張など公費

の乱用、 私物化は 70 年代からオンブズマン組織の監視が厳

しくなる 97 年ごろまで横行していたと県庁 OB の方が語って

います。

指示したのは誰？

　県は不正経理が組織的に行われていたことを認めています。

各課内の経理の指揮命令系統は「課長→副課長（課長補佐）

→経理担当者」 ですが、 「裏金づくり」 は経理担当者と副課

長の役割だったと OB の方が語っています。 90 年代、 全国

の自治体で公費不正支出が発覚後、 官官接待、 カラ出張

は激減しましたが、 情報公開でも業者の帳簿とつきあわせな

ければバレない 「預け」 は温存されました。

県幹部は本当に知らなかったの？

　中央官庁から派遣されてきた幹部を除く副知事、 部長の多

くは、 90 年代以降、 課長、 副課長、 経理担当者などの職

を務めてきた方々です。 たとえば、 石渡副知事は 90 年代に

３つの課の副課長、 ４つの課の課長を務めています。 知らな

いはずはありませんが、 県幹部は 「今回の報告で初めて知っ

た」 「記憶にない」 などと口を揃えて否定しています。

どうして今までわからなかったの？

　千葉県では 97 年に官官接待、 カラ出張などについて内部

告発文が出されました。 告発文は、 各課で裏金作りが行われ、

その使い道は①課長個人の飲み食い、②有力議員らへの議

会工作費、③情実人事にあやかるための人事工作費、④硬直

化した予算 ・財政システムで支出困難な事務経費、 というも

のでした。 しかし当時の沼田知事は、 この告発文を無視しま

した。 それにより、 他の府県のように不正が明るみにでること

はなく、 不正体質は温存されました。

県の内部調査は信頼できるの？

　県は私への議会答弁で、 不正経理の一番の原因として、

職員の公僕としての自覚やコンプライアンス （法令遵守） 意

識の欠如を挙げています。 今回の不正を告発する職員もいま

せん。 そうした自浄作用が働かない極めて閉鎖的な土壌にあ

る組織が行った内部調査結果を５回 （１回あたり２時間程度）

の会議と２回の実地調査により外部委員がさらっとチェックした

だけに過ぎません。 第三者による調査ではないことから厳し

い検証が必要です。

これから、 どうすればいいの？

　肝心なことは過去、 経理について課内で指揮命令の立場

にあった県幹部が率先して 02 年度以前も含めてウミをすべて

出し切り、 自らの責任を明らかにすることです。 監査委員が

内部監査で不正を見抜けなかったこと、 内部通報制度が有

効に機能しなかったことも厳しく検証する必要があります。 県

議会で特別委員会が設置され、 これから不正経理問題の解

明と再発防止の検討が行われます。 県民の皆さんの厳しい

監視の目が不可欠です。

【
川
本
】

　

90
年
代
に
各
地
の
自
治
体
で
相

次
い
で
発
覚
し
た
不
正
支
出
で
は
、

福
岡
県
約
59
億
円
、
秋
田
44
億
円
、

青

森
31

億

円
、
三

重
15

億

円
、

な
ど
多
く
の
都
道
府
県
が
返
還
を

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
内
、
約
44
億
円
の
公
費
の

不
正
支
出
を
し
て
い
た
秋
田
県
で

は
、
架
空
の
備
品
購
入
や
金
額
の

水
増
し
な
ど
に
よ
り
捻
出
し
た
裏

金
を
取
引
業
者
が
保
管
し
た
り
、

カ
ラ
雇
用
や
カ
ラ
出
張
な
ど
で
捻

出
し
た
裏
金
を
出
先
機
関
に
現
金

で
保
管
し
て
い
た
。
ま
さ
に
今
回

の
不
正
経
理
の
手
法
そ
の
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
90
年
代
、
千
葉
は

内
部
告
発
に
も
蓋
を
し
て
免
れ
た
。

今
回
の
不
正
経
理
は
少
な
く
と
も

90
年
代
に
そ
の
根
が
あ
る
。

　

知
事
に
伺
う
。
県
民
感
情
か
ら

す
る
と
90
年
代
に
県
庁
が
免
れ
た

県
県
接
待
、
カ
ラ
出
張
に
つ
い
て

洗
い
出
す
最
後
の
機
会
で
あ
る
。

「
徹
底
的
に
や
っ
て
す
べ
て
の
ウ
ミ
を

出
す
」
と
い
う
決
意
が
真
実
で
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
、
90
年
代
の
不
正
経

理
に
つ
い
て
も
、
県
民
へ
の
責
任
を

果
た
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

【
答
弁

：
小
宮
総
務
部
長
】

　

今
回
調
査
し
ま
し
た
Ｈ
15
年
度
よ

り
も
前
の
Ｈ
14
年
度
以
前
の
も
の
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
指
摘
の
も
の
も

含
め
ま
し
て
新
た
に
設
置
を
い
た
し

ま
し
た

「
特
別
監
査
室
」
に
お
き

ま
し
て
、
可
能
な
限
り
調
査
を
行

い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

外
部
委
員
の
先
生
方
と
も
よ
く

相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
答
弁

：
森
田
知
事
】

　

不
正
経
理
問
題
に
つ
い
て
は
徹
底

的
に
や
っ
て
全
て
の
膿
を
出
し
、

森
田
県
政
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
決
し
て
許
さ
な
い
し
、
や

ら
せ
な
い
と
い
う
強
い
決
意
で
臨
ん

で
お
り
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
問

題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、

県
民
の
皆
様
の
信
頼
回
復
に
向
け

て
全
力
を
傾
け
ま
す
。

９月県議会質疑応答から
02 年以前の不正経理追及への知事の姿勢

川本幸立の街づくり通信川本幸立の街づくり通信

初めて知った 嘘でしょう！

一
番
ひ
ど
か
っ
た

の
は
バ
ブ
ル
の
頃
。

毎
晩
の
よ
う
に
公

金
を
使
い
飲
み
歩

く
幹
部
ら
が
い
た
。

裏
金
づ
く
り
の
一
つ
の
手

法
は
カ
ラ
出
張
で
、
私
も

実
際
に
は
出
張
し
な
い
の

に
、
課
内
の
職
員
が
何
回

も
出
張
し
た
よ
う
に
書
類

を
作
っ
て
い
た
。
こ
の
金
は

幹
部
の
飲
み
食
い
費
な
ど

に
あ
て
ら
れ
た
。

県庁ＯＢが語る 90 年代裏金づくりと
  県庁内の実態
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不正経理８つの？疑問

川本幸立福谷章子

脱！財政危機宣言

　

実
質
収
支
３
億
７
千
万
円
は
、
市
債
管
理
基
金
へ

の
返
済
20
億
円
を
先
送
り
し
て
何
と
か
確
保
し
た
と

い
う
平
成
20
年
度
決
算
で
す
が
、
議
会
で
認
定
は
さ

れ
た
も
の
の
、
市
は

「
脱
！
財
政
危
機
宣
言
」
を
発

し
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
予
算
編
成
に
際
し
て
、
２
７
０
億
円
の
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
、
ま
さ
に
非
常
事
態

に
千
葉
市
は
直
面
し
て
い
る
の
で
す
。

　

千
葉
市
は
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
右
肩
上
が
り
の
時
代

が
終
わ
っ
て
積
み
重
な
る
借
金
を
抱
え
な
が
ら
も
、

人
口
増
消
費
拡
大
を
前
提
に
計
画
さ
れ
た
長
期
計

画
に
則
っ
て
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
千
葉
都
心
、

幕
張
新
都
心
に
新
た
に
蘇
我
副
都
心
を
加
え
た
三
都

心
構
想
を
掲
げ
て
ま
い
進
し
て
き
た
の
で
す
。
し
か
し

そ
の
ツ
ケ
は
市
民
生
活
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
現
わ
れ
始

め
、
も
は
や
市
民
に
は
隠
し
通
せ
な
く
な
っ
た
時
に
、

市
長
と
議
長
が
相
次
い
で
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
最
悪

の
事
態
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
正
直
に
現
状
を
市
民
に
知
ら
せ
、
今
後
の
方

向
性
を
市
民
と
と
も
に
決
め
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
に

変
え
る
た
め
の

「
脱
！
財
政
危
機
宣
言
」
。
そ
し
て
、

珍
し
く
も
国
に
先
ん
じ
て
千
葉
市
が
行
っ
た
事
務
事
業

評
価
。
事
務
事
業
評
価
と
は
、
税
金
を
使
っ
て
行
う

仕
事
が
こ
れ
で
本
当
に
い
い
の
か
ど
う
か
、
一
つ
一
つ
を

総
点
検
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
、
事
業
仕
訳
と

も
言
い
ま
す
。

　

千
葉
市
の
事
務
事
業
は
１
８
０
０
ほ
ど
あ
り
、
そ
の

う
ち
法
律
に
基
づ
く
な
ど
の
義
務
的
な
事
業
を
除
い
た

１
０
３
４
の
事
業
は
見
直
し
が
可
能
な
事
業
で
す
。
そ

こ
か
ら
さ
ら
に
外
部
評
価
員
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た
44

事
業
に
対
し
て
、
「
廃
止
す
べ
き
」
「
民
営
化
す
べ
き
」
「
市

が
実
施
す
べ
き
」
の
い
ず
れ
か
を
判
断
す
る
と
い
う
も

の
で
す
が
、
そ
の
仕
訳
が
公
開
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
約
２
週
間
に
わ
た
り
ま
し
た

が
、
事
前
に
募
集
し
た
市
民
意
見
は
約
７
０
０
件
。

意
見
を
寄
せ
た
方
が
傍
聴
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
場
で

意
見
を
聞
き
、
さ
ら
に
時
間
が
許
せ
ば
意
見
を
寄
せ

て
い
な
い
人
で
も
発
言
で
き
る
と
い
う
画
期
的
な
取
り

組
み
で
、
ま
さ
に
市
民
と
情
報
を
共
有
し
、
今
後
の

方
向
性
を
と
も
に
考
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

私
自
身
も
傍
聴
を
３
回
し
て
２
つ
の
発
見
を
し
ま
し

た
。

　

１
つ
は
、
外
部
評
価
員
は
専
門
家
で
は
あ
り
ま
す
が
、

判
断
基
準
は
評
価
シ
ー
ト
や
報
告
書
な
ど
の
行
政
側

が
準
備
し
た
資
料
と
、
担
当
の
説
明
以
外
に
は
な
い

た
め
に
、
そ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
市
民
の
生

の
声
を
届
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

千
葉
市
民
に
と
っ
て
の
必
要
性
や
千
葉
市
の
文
化
的

背
景
に
お
け
る
事
業
の
重
要
性
に
関
し
て
は
、
市
民

意
見
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
仕
訳
は
効

率
化
を
目
指
し
て
の
絞
り
込
み
で
あ
る
だ
け
に
、
市

民
の
関
与
は
重
要
で
す
。

　

２
つ
目
は
行
政
内
部
の
課
題
と
し
て
、
前
例
踏
襲

主
義
を
い
か
に
克
服
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

事
業
の
目
的
や
意
義
に
つ
い
て
、
高
度
経
済
成
長
時

代
か
ら
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て
い
る

事
業
が
多
い
こ
と
で
す
。
「
今
、
こ
の
時
代
に
」
な
ぜ

必
要
な
の
か
を
担
当
課
が
熱
く
語
る
こ
と
が
で
き
な

い
事
業
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
掘
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
経
済
状
況
が
激
し
く
変
化
す
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
事
業
そ
の
も
の
必
要
性
や
手
法
の
妥
当
性
な

ど
に
つ
い
て
丁
寧
に
検
討
さ
れ
る
仕
組
み
を
作
っ
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
は
反
省
す
べ
き
こ
と
で
す
。

事業仕訳で見えてきたこと

どうやって立て直す？
今
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
台
所
事
情

市
民
と
と
も
に
歩
む
た
め
の
情
報
の
共
有

市
民
に
と
っ
て
の
必
要
性
が

        

置
き
去
り
に
さ
れ
そ
う
だ
！

事
業
の
意
味
が
わ
か
っ
て
い
な
い
ぞ
！

　

千
葉
市
の
予
算
編
成
過
程
は
、
昨
年
か
ら
見
積
情
報
と
査
定

結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
22
年
度
の
予
算
編
成

（
現
在

進
行
中
）
に
向
け
て
は
さ
ら
に
各
段
階
の
情
報
が
公
開
さ
れ
ま
す
。 

　

す
で
に
10
月
中
旬
に
予
算
編
成
方
針
は
出
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

12
月
下
旬
に
見
積
情
報
と
し
て
、
見
積
総
額
、
各
局
の
要
求
方

針
や
主
要
事
業
の
概
要
を
公
開
し
、
１
月
中
旬
に
財
政
局
長
内

示
の
状
況
を
公
開
し
、
１
月
下
旬
に
市
長
復
活
予
算
要
求
書
と
、

市
長
復
活
査
定
の
結
果
を
公
開
し
、
２
月
下
旬
に
議
会
へ
上
程
す

る
当
初
予
算
案
が
公
開
に
な
り
、
こ
れ
で
、
す
べ
て
の
段
階
で
の

予
算
編
成
過
程
の
公
開
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

２
７
０
億
円
の
財
源
不
足
の
中
、
事
務
事
業
評
価
を
ど
の
よ
う

に
生
か
す
か
、
ど
ん
な
事
柄
を
重
点
施
策
と
す
る
か
、
し
っ
か

り
見
守
り
声
を
上
げ
て
く
と
い
う
市
民
の
出
番
は
い
よ
い
よ
こ
れ

か
ら
で
す
。

　

さ
て
、
今
で
は
過
大
な
計
画
と
化
し
た
、
平
成
11
年
に
策
定
さ

れ
た
15
年
間
の
基
本
計
画
。
計
画
終
了
ま
で
に
ま
だ
５
年
あ
り
ま

す
が
、
も
は
や
見
直
し
は
免
れ
ま
せ
ん
。
さ
っ
そ
く
11
月
下
旬
か

ら
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
始
ま
り
、
そ
の
後
、
市
民
が
関
与
で

き
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
中

に
市
民
の
生
の
声
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
見
を
集
約
し
、
来

年
度
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
区
民
検
討
会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
95
万
人
レ
ベ
ル
の
都
市
に
３
つ
の
都
心
が
必
要
な
の
!?

と
い
う
こ
と
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
を
主
役
に
し
て
、
と
こ
と

ん
議
論
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。      

今
後
の
大
き
な
流
れ
作
り
に

               

是
非
と
も
市
民
の
関
与
を
！

事業仕訳の判断は予算にどのように反映されるのか

乗り越えるために、 さあ始めよう！

真剣勝負！？　評価委員と担当課の職員


